
質問 回答

各見積書は企画提案書に綴じて提出するのですか。もしくは別で提出するのですか。各
見積書を企画提案書とは別に提出する場合、封筒に入れる必要はありますか。封筒に
入れる場合、封筒の記載事項や様式はありますか。

各見積書は企画提案書とは別で提出してください。その際、封筒などに入れる必要はあ
りません。

プレゼンテーションにおいてプロジェクターの使用は可能ですか。プレゼンテーションにお
いてプロジェクターの使用が可能な場合、プロジェクター及びスクリーンはお借りすること
はできますか。またお借りできる場合、貸していただける機材の詳細を教えてください。
プレゼンテーションにおいて各社の持ち時間は何分となりますか。

プレゼンテーションを行う会場が未定のため、現時点で回答できません。会場決定後に
プレゼンテーション参加予定の方々にプロジェクター使用希望の有無を確認させていた
だきます。なお、プレゼンテーション参加者数が多かった場合、プレゼンテーションの時
間を可能な限り長く確保するため、プロジェクターの使用をお断りさせていただく場合が
あります。同様の理由で、持ち時間も未定です。

残骨灰減容化等業務（うち有価物精錬費用）見積書に各品目の重量が記載されていま
すが、京都市としてこの量の有価物を見込んでいるということですか。また、その根拠を
教えてください。

見積書に記載の各有価物の重量については、過去の抽出実績を踏まえ、減容化対象と
なっている残骨灰の予想重量を基に各貴金属の抽出見込量を記載しております。

残骨灰減容化等業務（うち有価物精錬費用）見積書に各品目の重量が記載されていま
すが、これに単価を記載して総金額を記載するということですか。

そのとおりです。

様式６の本業務を行う施設・設備及び提携企業等に記載する保有する車両運搬機具に
ついては社として保有する車両運搬機具を記載すればよろしいか。
様式６の本業務を行う施設・設備及び提携企業等に記載する施設に備えている設備に
ついては社として保有する設備を記載すればよろしいか。

そのとおりです。

様式６の本業務を行う施設・設備及び提携企業等の本業務に関する提携企業等にある
「灰の有害物質除去等」に記載する企業名・所在地は公募型プロポーザル実施要項の３
応募資格（４）にある施設のことですか。

再委託される場合、再委託先の業者の所在地等は、応募資格（４）に記載の資格要件を
満たす必要はありませんが、搬送中のトラブル等を考慮すると、可能な限り受託業者様
の施設設備等から近距離であることを推奨します。

残骨から有害化学物質の除去等を行う施設と、灰の有害化学物質除去等を行う施設は
同一でなくてもよいということですか。
残骨から有害化学物質の除去等を行う施設は「問い合わせ先及び提出先」から概ね片
道３時間以内とあるが、灰の有害化学物質除去等においての提携先はその限りではな
いということですか。

同一でなくても差し支えありません。再委託される場合、再委託先の業者の所在地等
は、応募資格（４）に記載の資格要件を満たす必要はありませんが、搬送中のトラブル等
を考慮すると、可能な限り受託業者様の施設設備等から近距離であることを推奨しま
す。

残骨の返還は態様ごとに分けて行う必要がありますか。
返還する残骨は態様ごとに有害化学物質及びダイオキシンを測定する必要があります
か。

態様ごとに行う必要はありません。

仕様書５減容化の対象とする残骨灰、にある有害化学物質の測定値はどの態様のもの
で測定したものですか。
仕様書５減容化の対象とする残骨灰、にある有害化学物質の測定表にばいじんの記載
があるが残骨灰搬出においてばいじんの排出もあるのですか。

仕様書に記載の有害物質の測定値は、中央斎場の炉内及び煙突において検出された
残骨灰から測定されたものです。また、残骨灰は灰とお骨で分別していないため、その
搬出においては、ばいじんの排出も想定されます。

令和4年1月分から令和4年9月分までの残骨灰減容化等業務委託において、発生した残
骨灰の量、減容化され京都市に返還された残骨の量と荷姿、精錬後の有価物の量と買
取金額を教えてください。

搬出した残骨灰：37,434ｋｇ
返還されたお骨：1,797ｋｇ
荷姿：約480mm×約620mmの袋

金：5,661．13ｇ
銀：20,462.34ｇ
プラチナ：55.08ｇ
パラジウム：6,645.24ｇ

買取金額については、３月上旬に広報発表をさせていただく予定です。

各態様ごとに各種報告様式を作成し提出とあるが、有価物も態様ごとに精錬する必要が
ありますか。

態様ごとに精錬をお願いします。

各態様ごとに各種報告様式を作成し提出とありますが、令和4年10月から令和5年9月の
最終休場日までに発生する残骨灰の報告書と、京都市が指定する聖土槽（１槽）に収蔵
されている令和2年度以前に発生した残骨灰の報告書を作成すると言うことですか。

仕様書5に記載のとおりですが、端的に言うと、「ガラ袋に入っている残骨灰」と「ガラ袋に
入っていない残骨灰」ごとに作成してください。

様式３業務従事者届に雇用関係が確認できる書類（健康保険被保険者証・源泉徴収票
の写し等）を添付することとありますが、どちらか一方、もしくは雇用関係が確認できる書
類であればその他の書類の添付でもよいですか。また、源泉徴収票は極めて多くの個
人情報が記載されている内容になるため、雇用関係を確認するのであればその他の書
類でも事足りると思うがいかがお考えですか。

どちらか一方で構いませんし、その他の書類でも構いません。提出いただいた書類は施
錠できる保管庫等にて厳重に管理します。不要になった場合は機密書類として処分しま
す。

仮聖土槽に保管されている令和4年10月から令和4年11月分の残骨灰の重量と袋数を
教えてください。

仮聖土槽には令和4年10月分、11月分及び12月分の一部が保管されています。約
9,200kg、約300袋です。

令和4年12月から令和5年の3月分の残骨灰の予想される重量と袋数を教えてください。
実績値と昨年の同時期等から算出した参考数値になりますが、約19,000kg、約590袋の
予想です。

京都市中央斎場残骨灰減容化等業務に関する質問及び回答

　お寄せいただいた御質問のうち、プレゼンテーションにおける評価に関する質問、委託金額の積算方法に関する質問、最低制限価格を推察するための質問、応募に関連性が
ないと本市が判断した質問及び聖土槽の位置等に関する質問は回答の対象外とさせていただいております。



残骨の返還は休場日の日中に実施することとありますが、作業時間は13時から17時に
限るのですか。また、なぜ午前中の作業は不可なのですか。

残骨の返還については午前中も可能です。他業務で聖土槽を使っている場合があるた
め、午後の方が作業しやすいですが、実際の返還日時については、受託業者様と相談
のうえ、決定させていただきます。

作業時間は原則として13時から17時に限る、とありますが、中央斎場及び聖土槽には入
場できるのが13時からということですか。もしくは13時までに入場はできるが作業開始は
13時からという意味ですか。また夜間の作業の場合も同じ意味ですか。

上記と同様の理由ですが、夜間の作業も含めて、受託業者様と相談のうえ、進めさせて
いただきます。

仕様書に記載のある作業時間の開始30分前に聖土槽の前や中央斎場へ入場して待機
することは可能ですか。

可能な限り不必要な待機は御遠慮いただきたいですが、受託業者様と相談のうえ、調整
させていただきます。

連日作業をする場合において、作業終了時に中央斎場等にトラックなどの車両を留め置
きすることは可能ですか。

連日作業を行う場合でも、中央斎場の駐車場にトラック等を留め置きすることは禁止しま
す。聖土槽内に、一部機材等を置いておくことは可能ですが、その場合も必ず事前にご
相談ください。

「本市が指定する聖土槽（1槽）に収蔵されている残骨灰63トン見込」の63トンには令和４
年１２月から令和５年３月分の残骨灰の重量が含まれていますか。

含まれていません。

機材の搬入に伴って聖土槽の前に車を駐車し、機材の搬入を行ってもよろしいか。ま
た、駐車してもよい場合、道路使用許可を取る必要はありますか。
聖土槽の前の道路において道路使用許可を取った場合、聖土槽前に車両を駐車し、そ
の車両に残骨灰を積み込むことは可能ですか。

必要に応じて道路使用許可を得ていただき、許可の内容に従ってください。休場日は一
般の御利用者等の車の通行はありませんが、中央斎場関係の様々な業者の車の通行
がありますので、警備員の配置など安全対策を講じてください。
大きなトラックなどに残骨灰の積み替えを行う場合は、中央斎場の駐車場を御利用くだ
さい。

聖土槽で作業をするにあたりフォークリフト等を使用する場合、聖土槽前の道路の道路
使用許可を取っていれば、その場所で車両に積載したフォークリフト等を下ろすことは可
能ですか。
聖土槽で作業するにあたりフォークリフト等を使用する場合、中央斎場の駐車場で車両
に積載したフォークリフト等を下ろすことは可能ですか。
聖土槽には車両総重量3.7トン以下であればフォークリフト等を乗り入れしてもよいです
か。

可能です。

作業終了時に聖土槽上部に槽から取り出した残骨灰を入れた袋を一時的に仮置きする
ことは可能ですか。
作業終了時に聖土槽上部に機材や車両を置いておくことは可能ですか。
作業終了時に聖土槽上部にフォークリフトを置いておくことは可能ですか。
作業終了時に聖土槽上部に聖土槽内から搬出した水を入れたタンクを置いておくことは
可能ですか。

聖土槽敷地内に一時的に置いておくことは可能ですが、必ず事前に御相談ください（各
槽の蓋の上に物等を置くことはやめてください）。

聖土槽上部に設置した目隠しや養生は都度片付ける必要はありますか。 具体的な状況を見て判断させていただきます。

聖土槽には一度に何台までの車両を乗り入れしてもよろしいですか。
物理的に可能な台数という判断だけではなく、故人の尊厳へ配慮し、本来静謐な環境を
維持する必要がある空間であることを考慮した作業に努めてください。

聖土槽に入るためのスロープは車両総重量の制限はありますか。 聖土槽内は、車両総重量3.7トン以下しか乗り入りできません。

聖土槽に入るためのスロープ上で残骨灰の積替えを行ってもよろしいですか。
聖土槽内から取り出した残骨灰を聖土槽前の道路に駐車した車両に積み込むことは可
能ですか。

積み替えは中央斎場の駐車場で行ってください。

聖土槽から中央斎場の駐車場までの道路はナンバー取得のフォークリフトであれば走
行は可能ですか。

道路交通法に従ってください。ただし、走行する場合も、著しくその他の車両の通行の妨
げになる場合は御遠慮いただく場合があります。

中央斎場内はフォークリフト等の走行は可能ですか。
事前に相談のうえ可能としますが、著しくその他の車両の通行の妨げになる場合は御遠
慮いただく場合があります。

実施要項の評価基準「有害化学物質の除去等」について、あくまでも返還する残骨から
有害化学物質を除去（残骨に付着する有害化学物質を分離等）することであり、有害化
学物質自体を処理し無害化をすることではない、ということですか。

除去した有害化学物質は法令等に則り、適切に処分してください。

残骨は京都市が指定する状態で返還し、とあるがどのような状態で返還することをお考
えですか。

現在、残骨灰を入れているガラ袋と同等のサイズの袋での返還を想定しています。袋の
素材等については、受託事業者様と相談の上、決定させていただきます。

休場日の夜に夜間作業を行う場合、夜間作業の開始時間は何時からですか。休場日の
日中の作業から引続き作業を行ってもよろしいですか。
夜間作業の翌日が休場日の場合、夜間作業は何時まで作業できますか。夜間作業から
引続き日中作業を行ってもよろしいですか。

当日が開場日の場合、全ての御利用者様がお帰りになられていないと夜間の作業はで
きませんが、当日が休場日の場合は、開始時間の制限はありません。当日が休場日の
場合、日中作業から続けて作業していただいて構いません。ただし、休場日の午前中に
つきましては、聖土槽や仮聖土槽において、他業者が業務を行なっている場合があるた
め、受託業者様と相談の上、決定させていただきます。

聖土槽を囲うフェンス以上の高さの目隠し養生となってもよろしいか。 安全が確保されていれば問題ありません。

聖土槽で作業するにあたり門扉の開閉時、細心の注意を払い周囲に住民がいないこと
を確認できていれば門扉の外に目隠し等をすることは不要ですか。

当日の作業が主に聖土槽内だけで完結するものであり、一時的な人の出入りだけに限
られるのであれば、門扉の外に目隠し等は必要ありません。


